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六

〇、

『

徹
選
択
鈔
』

七
・
一

＝
一

−
一
一
＝

『

以
上

の

よ

う
な
箇
所
が

あ
る

。

最
後
に

第
四

の

共
通
点
と
し
て
、

二

師
共
『

十
住
論
』

原
文
に

説

か

れ
る

よ

う
な、

易
行
道
が
聖
道
門
内
の

方
便
道
と

し

て

説
か

れ

て

い

る

と

か、

難
行
道
の

下
に

易
行
道
が
位
置
づ

け
ら
れ

て

い

る

と
い

う
理

解
は

せ

ず、

難
行
道
と

易
行
道
と

を

同
等
な

も
の

と
し

て

並

列
的
に

扱
っ

た

上

で
、

易
行
道
の

方
が

難
行
道
よ

り
も
勝
れ
て

い

る

と
い

う
立

場
に

立
っ

て

い

る

点
（

弁
長
圖
徹
選
択
』

七
・

九
三
、

一．
名
目
問
答
」

十
・

四

〇

五

−
四

〇
七
、

同
浄
土
宗
要
集
』

十
・

二

二

六
。

良
忠
『

決
疑

鈔
』

七
・

二

〇

九
1

．
一
一

〇
、

『

論
註
記
』

　．

⊥
．

六
〇
1

二

六
一

、

「

浮
土

大
意
鈔
』

十
・

七

一

三

ー
七
一

五）

が

あ
る

。

こ

れ
は

「

論
註
』

に

説
か

れ

る

難

易
二

道
判

を
、

「

1．

住
論
』

に
遡
っ

て

解
釈
す
る

二

師
に

と
り
自
然
な
立

場
で

あ
る

。

平
安
期
の

仏

教
説
話

集
と

〈

贈
与
論
〉

　
　
　

　
『

注
好
選
』

を
中
心
に

ー

稲

　
城

　
正

　
己

　

大
乗
仏
教
の・
笑
践
の

特

質
で

あ
る

〈

利
他

行
〉

を
、

近
年
再
評
価
さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
く

贈
与
論
V

の

視
点
か
ら

捉
え
直
し
て

み
る、

そ
れ
が

本
発
表
の

目
的
で

あ
る

。

〈

贈
与
論
〉

は
、

マ

ル

セ

ル
・

モ

！

ス

や

カ

ー

ル
・

ポ
ラ

ン

ニ

ー

の

理
論
が
よ

く
知
ら
れ

て

い

る

が、

〈

贈
与

論
〉

が
再

評
価
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ

た

の

は
、

近
年
顕

在
化
し

て

き
た

世
界
的
規
模

で

の

環
境
破
壊
や
経
済
的
破
綻
か
ら
の

脱
却
に

示
峻
を
与
え
て

く
れ

る
と

考
え
ら
れ

る

よ

う
に

な
っ

た
か

ら

で

あ
る

。

し

か

し

彼
ら
は
、

〈

贈

与〉

を
社
会
の

構
成
原
理
と

し
て

し
か

見
て

い

な
い

。

一

方、

今
村
仁
司
は
、

人
間
存
在
の

根
源
に

は

自
己
の

存
在
を

〈

贈
与
〉

さ

れ

た

も
の

と

す
る
感

覚
が

あ
り、

そ
の

「

負
い

日
」

の

感
覚
が

、

自
己
の

生

命
や
身
体
を

不
特

定
の

相
手
に

〈

贈
与

V

す
る

ふ

る

ま
い

（

自
己
贈
与
）

を

喚
起
す
る

の

だ

と
い

う
。

し
か
し、

人
間
が

存
在
し

続
け
る

た

め

に

は
、

自
己
の

生

命
の

す
べ

て

を

A

贈
与
〉

す
る

こ

と
は

不
可

能
で

あ
る

，

自
己
の

生

命
を

分
割

し

て

〈

贈
与〉

す
る

こ

と
、

生

命
を

労
働
に

よ
っ

て

産
み

出
さ

れ
る

〈

モ

ノ
〉

に

転
化
し

て

「

負
い

目
」

を
返

済
す
る

こ

と
が

生

き
る

と
い

う
こ

と

に

な
る

。

仏
教
で

は

前
者
を
〈
捨

身
〉

と
い

い
、

後
者
を

く

布
施
V

と

呼

ぶ．、

こ

れ

ら

は
、

仏
教
テ

ク

ス

ト
の

な
か
で

釈
迦

菩
薩
の

本
生

譚
と

し
て

叙
述
さ

れ

て

い

る

が
、

日

本
の

仏
教
説

話
集
の

な
か
で

は
、

ど
の

よ

う
に

描

写
さ

れ
て

い

る

の

か
。

こ

の

問
題
に

つ

い

て
、

　一
一

世
紀
末
〜
一

二

世

紀
初
頭
の

成
立
と
さ

れ

る

『

注
好
選
」

を
素
材
と
し
て

考
え
て

み

た

い
。

　
『

注
好

選
』

＝ 一
巻
は
、

上

巻
が

宇

宙
創
生

神
話
・

中
国
の

聖
な
る

王
の

登
場
と
事

物
の

起
源
・

学
問
と
立

身
・

儒
教
的
な

孝
子

譚、

中

巻
が

釈
尊

の

本
生
譚
・

釈
尊
在
世
中
の

霊
験
・

仏
滅
後
の

弟
子
の

行
動

、

ド
巻
が

動

物
の

ア

レ

ゴ

リ
ー

と
い

う
特
異
な

構
成
を

も
つ
。

上

巻
に

は

儒

教
的
な

〈

自
己
贈

与
〉

が
、

孝
子
の

〈

自
死
〉

と
し

て

叙
述
さ

れ
て

い

る

が、

父

や
自
分
を
死
に

追
い

や
っ

た
も
の

に

復
讐
す
る

た
め
の

く
自
死
V

も

見
ら

れ
る

。

〈

自
己
贈
与
〉

が

社
会
化
・

制
度
化
さ
れ
る

と
、

自
己
の

生

命
を

犠
牲
に

し
て

他
人
の

生

命
を
奪
う
復
讐
を
招
く
こ

と

に

な
る

。

そ

れ
は
、

A

自
己
贈

与〉

が
義
務
化
さ
れ

る

と、

自
己
と

他
人
の

生

命
の

〈

交
換
〉

へ

と

変
質
す
る
こ

と

を
意
味
し
て

い

る
。

孝
子
譚
に

先
行
す
る
王
の

出
現

と

善
政
に

関
す
る

第
二

〜
一

六
話
は
、

一

見、

仏
教
と
は

何
の

関
係
も
な

い

よ

う
に

見
え
る

。

だ

が、

人
間
の

安
穏
の

た

め

に

社
会
や

制

度
が

作
ら

れ

た

に

も
か
か

わ

ら
ず、

そ
れ

が

人
間
問
の

闘
争
を

惹
起
す
る
と
い

う
世
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俗
世
界
の

パ

ラ

ド
ク
ス

が
生
じ
る

理
由
を

明
ら

か

に

す
る

た

め

に

必
要
な

の

で

あ
る

。

　
中

巻
第
三

話
・

第
九

話
は

、

そ

れ

ぞ
れ

『

法
華
経
』

「

提
婆
達

多
品
」

「

薬
王

菩
薩
本
事
品
」

か

ら
の

引
用
で
、

前
者
は
、

釈

迦
菩
薩
が

阿
私
仙

の

「

奴
僕
」

と
な
っ

て

『

法
華
経
』

を

授
け
ら
れ
る

と

い

う
本
生
譚
で

あ

る
。

後
者
は

、

薬
王

菩
薩
が

自
ら
の

身

体
を

燃
や

し
て

日
月
浄
明
徳
仏
を

供
養
す
る
と
い

う
物
語
で

あ
る

。

と
も
に

、

衆
生
を

救
う
た
め
の

法
を

求

め
て

〈

自
己

贈
与
〉

を

す
る

と
い

う
く
捨
身
V

の

物

語
で

あ
る

。

第

二

話
と

第
一

二

話
は

、

と

も
に

自
己
の

生

命
を

賭
け
た
〈

布
施
〉

の

物

語
で

あ
る

。

生

命
を

分

割
し、

モ

ノ

に

転

換
し
て

A

贈

与〉

す
る

〈

布
施
〉

も、
「

信
」

が

備
わ
れ

ば

A

自
己

贈
与
V

に

劣
ら

な
い

こ

と
を

物
語
ろ

う

と

す
る

説
話
で

あ
る
。

　

下
巻
第
二

二

話
と

第
二

三

話
は
、

鶴
と

鹿
が
自
己

の

生

命
を

賭
し

て

子

を
守
る

〈

自
己
贈
与〉

の

物
語
で

あ
る

。

下
巻
に

は
、

聞
法
す
る

鼠
や
鸚

鵡、

布
施
を
す
る
猿、

経
典
を
運
ぶ

牛
と

い

っ

た
、

動
物
が
仏
道
修
行
を

し
て

往
生

す
る

物
語
が

多
い

。

こ

れ

ら

は
、

動
物
で

さ
え
こ

れ
だ

け
の

こ

と

が
で

き
る
の

だ
か
ら

、

ま
し
て

人
間
は

努
力
し
て

仏
道
修
行
に

励
む
べ

き
で

あ
る
と

い

う
ア

レ

ゴ

リ

ー

の

物
語
で

あ
る

。

と

は

い

え、

動
物
は
仞

利
天
や

四
天
王
天
に

往
生
し

て

も、

諸
仏
の

浄
土
に

往
生
す
る
こ

と

は
な

い
。

そ
こ

に

人
間
と

動
物
と
の

分
節
線
が
引
か
れ
て

い

る
。

　

以
上
の

よ

う
に

『

注

好
選
』

は、

社
会
や
制
度
の

創
生
神
話
・

儒
教
的

な

孝
子

譚
・

動

物
の

ア

レ

ゴ

リ

ー

と
い

っ

た

世
俗
世
界
の

〈

贈

与
〉

と
、

A

捨
身
〉

や
く

布
施
V

と
い

っ

た
仏

教
的
な
〈

贈

与〉

と

を
比

較
す
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

大
乗
仏
教
の

根

源
に

つ

い

て

物
語
ろ

う
と

す
る

テ

ク

ス

ト

な
の

で

あ
る

。

『

西
方
発
心

集
』

の

思
想
と

表
現

龍
　
口

　
恭
　
子

　
『

西
方
発
心

集
』

は、

法
然
上
人

全
集
（
明
治
三

九

年
刊）

に
は

「

附

録
」

に

収
め

ら
れ、

昭

和
新
修

法
然
上
人
全

集
（

昭
和
三

〇

年
刊）

に

は

「

第
八

輯
　
伝
法
然
書

篇
」

に

収
め

ら
れ
て

い

る
。

し
か
し

既
に
江

戸
時

代
か
ら

、

文
雄
の

『

蓮

門
経

籍
録
』

に

は

「

偽
妄
濫

真
類
」

に

収
め

ら

れ
、

泰
厳
の

『

蔵

外
法
要
菽
麦
私
記
』

に

「

偽
作
」

と

断
ず
る

等、

法
然

の

作
と

い

う
点
は

疑
問
視
さ
れ

て

来
た

。

一

方、

真
宗
高
田
専
修
寺
に

蔵

さ
れ

る

『

西
方
発
心

集
』

が
、

慶
安
元
年

2
六
四

六
）

版
本
と

同
じ

内

容
で

あ
り、

書
写
の

筆
跡
は

室
町
時
代
の

真
慧
と

認
め

ら
れ
る
が、

さ
ら

に
納
入
袋
の

筆
跡
か

ら
、

顕
智
の

書
写
の

跡
が

伺
え
る

こ

と

が

専
修

寺
本

の

影
印
本
公
刊
と

共
に

明
ら

か

に

さ
れ
た

。

顕
智
が
関
わ

っ

た
と

い

う
こ

と

か

ら
『

西

方
発
心

集
』

の

成
立

は

少
な

く
と

も
顕

智
以

前
に
遡

り
得

る
。

本
論
で

は
、

本
書
が

ど
の

よ

う
な

立

場
の

人

に

よ

っ

て

書
か

れ

た

か、

思
想
内
容
は

如
何
な
る

も
の

で

あ
る

か、

ま
た

表
現
に

お
い

て

ど

の

よ
う
な
特
色
を

有
す
る

も
の

で

あ
る
か

等
に

つ

い

て

検
討
し

て

み

た
い

。

　
本
書
は

上
下
二

巻
か

ら
成
り、

上
巻
に

は、

念
仏、
二

味
が

末

世
に

お

い

て

善
悪
共
に

引
摂
す
る

四
十
八

願
の

根

元
で

あ
る

と

称

揚
す
る

。

し

か

る

に

口

に

は

名
号
を

称
え
な
が
ら、

心
は
五
塵
に

染
み、

外
に

は

遁
世
の

相

を

示
し

な
が
ら、

内
に

は
名
聞
の

望
み

を
断
ち
き
れ
な
い
、

こ

の

「

心
」

に

つ

い

て、

筆
者
は

法
然
の

教
示
に

沿
い

な
が

ら

冷
静
に

分
析
し、

十
二

の

問
答
に

よ
っ

て

そ
れ
を
説
き
明
か

す
。

ま
た

ド
巻
で

も
、

上

巻
同
様
十

二

の

問
答
を
設
け

、

本
願
の

文
の

丁

寧
な
解
説
を

試
み

て

い

る
。
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